
３年生３名による発表の様子 

SNS開設プロジェクト発表の様子 

１泊防災学校発表の様子 

釧路PR、見学旅行の報告

子 

学校祭後夜祭プロジェクト発表の様子 

 

   釧路東高校Ｃ・Ｓ通信 
令和６年 11月 26日発行 第５号 

 
 
 
令和６年度第２回目学校運営協議会を 11 月 22 日（金）14:50 から

17:00 にかけて本校会議室において蝦名弘幸会長をはじめ、９名の委員に

出席していただき実施しました。 

蝦名会長から挨拶をいただいた後、校長挨拶を経て事務局から教職員に

よる前期学校評価とそれに伴う反省、学校教育と学校運営協議会との連携

を深めるため、東高生と地域が win-win をどう築けるかというテーマで、

事務局から４つの柱「総合的な探究の時間」「釧路東高生の学びに向かう

姿勢、学校生活の改善」「学校 PR の向上及び情報発信」「キャリア教育

との連携」について提言があり、その後、質疑応答となりました。その中

でも、総合的な探究の時間において地域人材の協力をどのように得られる

か、いじめに対する初期対応について、教職員の働き方改革の進捗状況な

どについて意見交換をしました。 

休憩を挟み、担当教諭から２学年の見学

旅行及び釧路町ＰＲの報告がありました。委員からは、釧路町と限定せず釧

路という地域全体を対象とする案や、生徒手製のパンフレットの出来映えに

ついて高評価をいただき、英語版にしてクルーズ船が来航したときに配布し

てはどうかという御意見がありました。 

続けて 12 月 19 日に行われる NoMaps釧路・根室 2024 高校生ビジネ

ス＆地方創生コンペティションに出場する３年生３名による「シマエナガアイス」のプレゼンテーションが

ありました。委員からは、ぜひ販売して欲しいが、どこで買えるのかなどの質問がありました。 

最後に生徒会主催の三者意見交流会を実施しました。生徒会執行部か

らは３つの提言がありました。１つ目は「釧路東高校 SNS 開設プロジ

ェクト」と題し、本校生徒の身だしなみ改善や地域住民への避難所周知

のためにも、アカウントを取得し、釧路東高校の受検を考えている中学

生や周辺の住民に対し、積極的に本校の

取組を PR していきたいというものでし

た。委員からは、「高齢者に対しても配慮されている内容にして欲しい」

「公式アカウントを生徒が運営するため、トラブルにならない対策をして

ください」という御意見がありました。２つ目は「学校祭後夜祭プロジェ

クト」と題し、学校祭を盛り上げるため花火の打ち上げやプロジェクトマ

ッピングをしたいという内容でした。花火については周辺住民に理解を得

られないことから中止になった経緯をふまえ、周辺住民に対しての働きかけを行っていきたいということ、

プロジェクトマッピングは莫大なお金がかかるために中止になった経緯から、学校の備品を使用して実施し

たいというものでした。具体的には道外の高校で実施した体育館（屋内）

で花火をプロジェクトマッピングで打ち上げる映像を例に生徒達から提案

がありました。委員からは、「校内の備品では不十分であると思われるの

で業者を利用したらどうか」「PTA など大人の協力を得て実施したらど

うか」といった意見がありました。３つ目は、「1 泊防災学校」と題し、

冬の寒い時期に校内で避難所体験をしたいというものでした。委員から

は、「寒い時期で暖房も効かないなかで行うのは、覚悟をもってやらなけ

ればならない」といった意見がありました。 

御多用のなか、委員の皆様による御意見、誠にありがとうございました。今後の学校運営に反映させてい

きたいと思います。 
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